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形成 し得ない 状態に あつ た り， 數動 の 覆卵 葉が 缺け て ゐ た りした。併 し ， これ ら の うち 8 例は家 の 隙皮に

於 て 完全 な蜜卵葉を形 成 した。 數百 の 對照 中｛豊卵葉 に 異 常を示 し た例は 2 例 を見 た の み で ある 。

　今 ま で に 卵集 を 除 い た雌 60 鹸 ，睾丸を除 い た雄 20 程 を切 片に 作つ て 調べ たが ， 生殖腺組織 を認 め得

た もの は なか つ た 。 唯生殖腺 を除去 した もの で は ， 雌雄 を とはず ， 脂肪組織 の 著 しい 増 殖 が 起 り s 時 1二は

體丙 の 殆 ど あらゆ る 聞隙を埋 め て ゐ た
。

正 常な動物 で は 脂肪組鍛は 極 め て 僅少に すぎぬ 。

　今一つ 氣つ い た事は ， 正 常雌で は ， 覆卵葉が形威 され る と ， 家 の 醗皮に又覊 卵葉が 」ま
亅

1來 ろ と否 とに 拘 ら

ず ， 醗皮闇隔が延長 され 45 巳程 と なる 。 糧卵葉 の 出來 ぬ股皮 と衣 の 腕皮 と の 間隔は 30 日餘 で
，

こ の 場

合 に も実の 腕皮 で覆耳1礁 が 生 ず るか 否 か は こ の 間隔 に 影 響を 及 ぼ さ な い
。 こ の 差 は 統計的 に も充 分意義 の

あ る もの で あ ろ 。 し か る に 卵集 を と つ た もの で は ， 羅卵 葉形 威り有 無 に關係 なく腕皮 聞隔は常 に 3r， 日餘

と な り ， 何等有意義 な差を生 じ な か つ た 。

　以上 よ り して
，

ダ ソ ゴ ム y に 於 て は 脊 惟動物に 於 け るが 如 き
「牙 殖 腺 の ホ ル モ ソ の 存在 を否 定 し て もよい

と 思 ふ 。生殖腺除 去は脂肪組織 ワ）rp殖を起 ナ所を見 て も 動彬 ）代講寺に 對 しか な りの 影 響ウ 及ぼ ナ事 は 確

寰 で あるが ， 之 を 生 殖腺 ホ ル モ ソ 缺 損の 結果 と見 る 必 要 は な い
。

伝 殯腺 の 如 き紹 胞 の 墫 殖 乃 至 威長 の 盛 に

起 る器官 の 剔出が 代謝 に影響を及 ぼ す は當然 で 曳 ら 5 。 軆卵 葉形 5賄 動 の轌微 な攪亂 の 如 ぎも ， か か る身

瞹 的 な變動の結果 と見 る勤 咄 來や う。 異常馴 嘆 砿 囘 の 腕皮 で 正 常な もの に 代ろ 事 な ど も・：・ ル モ ン v ）

缺 損を以 て は説 明 し轢い
。 卵 集剔出が 眈皮間隔に 及 11

’
す影響は 新 しい 問題を提 出する もの で あ る が ， 未 だ

研 究 して ない
。 哺育嚢中 に 存する發牛 し つ つ ある匪が何等 か の効異を及 ぼ す の で もあら うか

。
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　　　　　　　　　　　松下 高 ・高 山謙治共著 鮭 鯰 聚 苑

　　　A5 到上 製函 入　本交 750 頁 口 繪 13 面 　晤 和 17 年 8 月　水諢 猷 　7 匱 　150U 部

　何か一つ の動物 〔それ は同
一

毬 で な くて も宜 い ） を永 年研 空 對象 に して 居 る と其 の 動物に關す ろ諸方卿

の 資料を漁 る や うに な り邇 に は其等 を
一

書 に 纏 め て 見た い 念願 を累者 に 抱か せ る。蚌 で も金 魚 で も螢 で も

螂 で 亀皆 然 りで ある 。 又實業家や 技術 家が何か
一

つ の 動物に 多年親 しむ と矢張 り側 じ心 境 に た る もの と見

え る 。

　著 者 の 内松下氏 は 水董講習所の 出身 で 現在東洋製 罐株式衡 汁副瀧長 で あ り ， 高山氏 は明 大出身 で捜米 し

た こ とが あ り ， 歸 來食料品店を繦 營 され た。松下氏 は 監修 の 任 に 當 り寳料 の 蒐集整理 並 び に 執筆は 主 と し

て 高山氏が搬 當 した と左る 。 前鷲 「北 方 の 民族 と鰯 」 は鮭鱠鑁見 ， 鮭鱒 の 語源 ， 傳 読 と民 族 の 鮭鱒 ， 藝

術 の 購 ， 饐鱒 の 貢進 ，古代 鮭漁 ， 蝦夷松前 の 鮭漁 ，味覺 の 鮭 鱒 の 誰 章 に ， 後篇 「近 代文
・k と鮭 解 」 は 鮫

蹲 の 性格 ， 乾鮭 と燻製鮭 ， 鹽 引 ， 北洋漁場 ， 近代鮭鸚壟業 ， 黎明期 の 鮭罐詰 ， 鮭 1擲灌詰製造 工 程 ， 凍監 ，

鮭鰌 の 副琵 物 ， 槃 謹の 鮭鰌 の 諸章に 分れ 附 録 に 「鮭磐漁業家列銑 「鮭薫算 藷 ．麒 劫 内 容 は 誠 に 豐富 で あ

る。9 ボ と 8 ボ活字 の 併用 で 750 頁に蓬 し て 居 る か ら其 の 蒐積 貸料 の 許 多に して 取 捨排列の頗 る難事業 で

あ つ た らうこ とが 推測ざれ る 。

「鮭 鱒 の 性帑 Jの 章に 「分類に 困る 鮭鱒」 とい ふ 節が あつ て 種類 其 の もの の

複 雑 と之 を 處 理 す ろ 學 者 の 態度が 各人各樣な の に著者 も惱 まされ た こ とで あ ら 5 と同情中 し上 げ る 。 太書

は 鮭鸚に 鵑 す る百科辭典 と云 へ ば 到 りが早 い
。 斯か ろ潅 瀚 の 書 の 。L梓を敢 て し た 發行所 の 意氣 を壯 とす べ

きで ある 。 誠 に 「我 が 北進 の 重要 性 は 鮭鯵 を 知 悉 す る こ と に 依 つ て
一

毅 と認識を深 め られる 」 の で あ る 。

｛高島春雄）　　　　　　 ．
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